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KW-1062の 基礎的,臨 床的検討
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協和醗酵工業(株)東 京研究所 で発見 された新 らしい ア

ミノグ リコシッ ド系抗生物質XK-62-2の 硫酸塩で ある

KW-1062 1～3)について基礎的,臨 床的検討 を加 えたので,

ここに報告す る。

1. 臨床分離菌株のKW-1062に 対す る感受性

(I) 方法お よび材料

E. coli, Klebsiella pneumoniae, Serratia marces-

cens に 対 す るMICはGM,Sisomicin(以 下SMCと 略)

のそれ と比較 し, Pseudomonas aeruginosa に対する

MICは,さ らにTOB, AMK, DKBも 同時に比較 した。

供試菌株は各 々50株 である。測定法 は 日本化学療 法学

会 標 準 法 に よ った 。

(2) 成 績

E coli: Table1に 示 す よ うに0.78～1.56μg/ml に

MICを 示 す 株 が 大 部 分 でGMと 同 様 で あ った 。

Klebsiella pneumoniae : Table 2 に示 す よ うに0.39

μg/mlに 感受性の ピークがあ り,GMと 同等であ った。

Serratia marcescens : Table3に 示 す よ うに0.78

μg/mlに ピークを示 し,GMと 同様の感受性を示 した。

Pseudomonas aeruginosa : Table4,Fig.1に 示 す よ

うに1.56～3.13μ9/mlにMICを 示 す 株 が 多 く,TOB,

SMCの そ れ よ り1段 階 低 い がGMと 同 等 で あ った 。

Table 1 Sensitivity distribution of clinical 

isolates Escherichia coli 50 strains

Table 2 Sensitivity distribution of clinical 

isolates Klebsiella pneumoniae 50 

strains

Table 3 Sensitivity distribution of clinical isolates Serratia marcescens 50 strains
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II. KW-1062筋 注時の血 中濃度,尿 中排泄,喀痰

中濃度

(1) 体液 内濃度測定方法

Bacillus subtilis ATCC 6633を 被検菌 とす るカップ

法を用いた。

(2) 被検対象 および実験方法

健康成人5例 にKW-1062を40mg筋 注時の血中濃度,

尿中濃度,尿 中排泄 を検討 した。

さらに本剤を連続投与 した4例 の患者におけ る血中濃

度の推移,な らび に2例 の患者 での喀疾中移行を検討 し

た。

(3) 成 績

i) 健康成人5例 の本剤40 mg筋 注時の血中濃度は

Fig.2に 示す よ うに,そ の平均 値は,30分2.94μg/ml,1

時 間後に1.68μg/mlで,6時 間ではtraceで あ った。

ii) 同時に測定 された尿 中排泄 ではF泌3に 示す よ

うに5例 中平均で83.5%(0～8時 間)で あ った。

iii) 連 続投与時の血中濃度はFig.4に 示す よ うに,

1日 80mg 2回 筋注例 では3症 例 でと くに腎障害は認め

なか ったが,71歳 の高年齢 の2症 例 では15日 目,16日

目,17日 目の投与で 日を追 うごとにやや ピー クが高 くな

った。 しか し36歳 の1症 例 では1日 目,5日 目,9日 目

Table 4 Sensitivity distribution of clinically isolated Pseudomonas aeruginosa to KW-1062 

and other chemotherapeutics

50 strains

Fig. 1 Sensitivity distribution of clinically iso-

lated Pseudomonas aeruginosa 50 strains 

and other chemotherapeutics to KW-1062

Fig. 2 Serum levels of KW-1062 (40 mg i. m. )

Healthy volunteers, •‰ n= 5 

mean •} SD 

Method : cup 'plate method 

Test org. : B. subtilis ATCC 6633 

Medium : HIA, 5m1 single layer 

Standard curve : using Monitrol -I-serum

Fig. 3 Urinary levels and urine excretion 

(40mg i. m)
Healthy volunteers, •‰ , n = 5
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(A)

(B)

(C)

に測定 したが,と くに差違はみ られ なか った。 また,1

日60mg 2回 筋注例は81歳 の高年齢者 で1日 目,5日 目,

9日 目で測定 したが,や は りピークの上昇傾 向が若干認

め られた。

iv) 喀痰 中濃度 はTable 5に 示す よ うに,血 中濃 度

よ りもお くれ て上 昇 し,長 く喀疾 中に残存 してお り,ほ

ぼ1μg/mlの 濃度が得 られた。

Fig. 4(1) Serum level of KW-1062 at multiple administration (80mg •~ 2/day i. m.)

Fig. 4(2) Serum level of KW-1062 at multiple administration (60mg •~ 2/day i. m.) 

Y. O. 81y, 6 , Urinary tract infection, cerebral arteriosclerosis

Table 5 Sputum level of KW-1062 (during multiple administration)
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III. 臨 床 成 績

(1) 対象 お よび投与方法

呼吸器感染症5例,尿 路感 染症10例 の計15例 にKW-

1062を 筋注使用 した。

投与 量は40mg, 60mgあ るいは80mgを1日　 2回,

投与期 間は7～20日 間,総 投与 量は560～3,600mgに わ

た った。

(2) 効果判定

呼吸器感染症 にお いて,臨 床的 には胸部 レ線,発 熱,

咳漱,喀痰 などの自覚症状,白 血球,赤 沈値,CRPな ど

の他覚所見に よ り,尿 路感染症 では,自 覚症状 や尿中白

血球 などの尿所見 よ り判定 した。

また,別 途 に起 因菌 の消長 を観察 しなが ら細菌学的効

果 も判定 した。

(3) 臨床成績

呼吸器感染症5例 中4例 はPseudomonas aeruginosa

が検 出され ていた。5例 中3例 が臨床的 に も細菌学的に

も有効 であった。症 例1,2は 同一患者で1日40 mg 2

回投与 では無効 であ ったため,一 時休薬後1日80mg 2

回投与を行 なったが 無 効 で あ った.症 例6よ り症例15

までは尿路感染症 である。症 例6～8例 の3症 例は急性

の尿路感染症 ですべ て有効 で あった。 第9例 か ら第15

例 までの7例 は慢性 の 尿路感染症 で,す べ てPPseudo-

monas aeruginosaが 検 出され ていた が,7例 中4例 に

臨床的 に有効,7例 中3例 が細菌学的 に も 有 効 であ っ

た。症例11,12例 は同一患者 で1回 目の治療 で細菌学

的 に無効 であ ったため,休 薬後投与期 間を2倍 に して2

回 目の投与を行 なった ところ.Pseudomos aeruginosa

の消失 がみ られた。 また症例14,15例 も同一患者 であ

るが1日40mg2回 投与 では無効 であったため,休 薬 後

1日80mg2回 投与を行 なった ところ,臨 床的 に も細菌

学的に も有効 であ った。褥創二次感染 に対 しては2回 と

も効果がみ られた(Table6)。

IV. 副 作 用

副作用につ いては全例に おいて発疹 その他の副作用 と

思われ る症候を呈 し た も の は,1例 も認 め られなか っ

た。 また投与前後 に血液検査,A1-P, GOT, GPTの 肝

機能検査,BUN, Creatinineの 腎機能検査 を施行 したが

Table 7に 示 す ように症 例2にGOT, GPTの 軽度上昇

がみ られた が,他 の症例では まった く変化が認め られな

か った。 また,聴 力障害につい ては投与前後 にオージオ

グ ラムを検査 した ものは2例 であ るが,い ずれ も異常 は

な く,投 与後聴 力障害を訴 え た も のは1例 もなか った。

V. 総括お よび結語

KW-1062に 対 す る E. coli, Klebsiella pneumoniae,

Serratia marcescens , Pseudomonas aeruginosa の感

受性はGMと ほぼ同様であ った。

(2) 健康 成人5例 におけ る,KW-106240mg筋 注

時の血 中濃度 は30分 がpeakで 平均2.94μg/mlを 示 し,

6時 間後 ではtraceで あ った.

尿中 回収率 は8時 間 までの平均で83.5%で あった.

連続投与時 の血 中濃 度は高年齢者では 日を追 う毎 に若干

peakの 上 昇傾向がみ られ た。連 続投与時 の喀痰 中濃度

は1μg/ml以 上 で血 中濃 度 よ り遅れ て上昇 し,長 く残存

した。

(3) 臨床 例は呼 吸器感染症5例,尿 路感染症10例

であ った。呼 吸器感 染5症 例の うち4例 はPseudomonas

aeruginosa感 染症で あった が,5例 中3例 が臨床的 に

も細菌学的 にも有効 であ った｡尿 路感染症10例 の うち

急性 のもの3例 は臨床的,細 菌 学 的 に全 例有効で あっ

た。慢性 のものは7例 中4例 が臨床的に,7例 中3例 が

細菌学的に有効 であった。

副作用 につ いては,発 疹その他の症候は まった くな く

GOT, GPTが1例 におい て軽度上 昇した以外は ほ とん

ど変化 な く,聴力障害を きた した もの も1例 もなかった。

本剤 はグ ラム陰性桿菌 ことに緑膿菌感染症に対す る治

療剤 としてきわ めて有用 な薬剤であ ると思われ る｡
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES ON KW-1062 
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1) The antimicrobial activity of KW-1062 against E. coli, Klebsiella pneumoniae, Serratia marcescens 
and Pseudomonas aeruginosa was similar to that of gentamicin. 

2) Five healthy volunteers were injected intramuscularly 40 mg of KW-1062. The mean serum 
level achieved the peak of 2. 94 ,ug/ml at 30 minutes, and was trace at 6 hours. 

The mean urinary recovery rate during 8 hours after administration was 83. 5%. 
The peak serum levels after multiple administration were apt to be a little higher in the advanced 

age patients. 
The sputum level after multiple administration was more than 1 jug/ml. Its rise was slower than 

that of serum level, and the sputum level remained considerably high. 
3) KW-1062 was administrated to 15 patients suffering from respiratory tract infection (5 cases) 

and urinary tract infection (10 cases). 
KW-1062 was effective in 3 cases out of 4 cases with respiratory tract infection due to Ps. aeruginosa. 
Another patient with Serratia infection responded satisfactorily to KW-1062 therapy. 
All three patients with acute urinary tract infection responded satisfactory. Among 7 patients with 

chronic urinary tract infection, KW-1062 was effective in 4 cases clinically and in 3 cases bacteriologi-
caly. 

No adversed reactions were observed except a little elevation of GOT and GPT in 1 case. No hearing 
impairment and rash were encountered. KW-1062 is considered to be a useful antibiotic in the treat-
ment of infections due to gram-negative rods, especially Ps. aeruginosa.


